
く　ら　し　と　医　療

　
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
顛
末

記
」

　

叔
母
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
と
言
い
出
し

た
。

　

健
康
保
険
証
が
無
く
な
る
か

ら
急
い
で
自
分
と
弟
（
叔
父
）

の
分
を
作
る
の
だ
と
か
。

　

叔
父
は
、
病
院
に
入
院
し
て

い
て
外
出
許
可
が
出
な
い
。

　

準
備
し
て
い
た
の
は
、
叔
母

と
叔
父
の
健
康
保
険
証
。

　

私
の
ス
マ
ホ
に
叔
父
の
写
真

を
撮
っ
た
。

　

病
院
の
看
護
師
に
、
こ
れ
を

持
っ
て
い
け
ば
何
と
か
な
る
と

言
わ
れ
た
ら
し
い
。

　

う
ー
む
。
赤
外
線
通
信
か
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
で
取
り
出
す
の
か
？

　

怪
し
い
け
ど
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ

言
う
と
混
乱
す
る
か
ら
、
ア
ッ

シ
ー
君
（
私
）
の
行
動
開
始
だ
。

　

市
役
所
窓
口
で
叔
母
の
分
は

無
事
終
了
し
た
が
、
叔
父
の
分

は
写
真
が
Ｎ
Ｇ
。

　

難
聴
の
叔
母
は
窓
口
で
の
や

り
と
り
が
出
来
て
い
な
い
。

　

ゆ
っ
く
り
喋
れ
ば
伝
わ
る
の

だ
が
、
窓
口
の
方
は
少
し
早
口
。

　
「
お
ば
ち
ゃ
ん
後
は
オ
レ
が
や

る
よ
」

　

写
真
は
こ
れ
か
ら
病
院
に

戻
っ
て
撮
り
直
し
て
、
オ
レ
が

利
用
し
て
る
写
真
屋
で
印
刷
し

て
も
ら
っ
た
。

　

郵
送
用
の
封
筒
、
申
請
書
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
顔
写
真
証
明

書
を
受
け
取
り
病
院
へ
。

　

郵
送
に
よ
る
申
請
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

弟
思
い
の
叔
母
だ
が
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
難
聴
で
窓

口
で
の
や
り
と
り
が
難
し
い
叔

母
に
と
っ
て
は
大
変
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
出
来
事
で
し
た
。

 

（
有
馬
支
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田
中
喜
市
）

発　　行　　所

北毛保健生活協同組合
〒 377-0005　渋川市有馬２３７－１
TEL 0279-24-2141　FAX 0279-24-8873
発行責任者　阿 久 澤 　 昹
編集責任者　くらしと医療編集委員会
印　刷　所　上 武 印 刷 株 式 会 社
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組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

　

原
爆
作
品
展
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
で
す
か

　

公
民
館
や
市
役
所
ロ
ビ
ー
な

ど
を
お
借
り
し
て
、主
に
広
島
、

長
崎
の
被
爆
の
状
況
な
ど
を
大

型
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
朗

読
Ｃ
Ｄ
を
流
し
、
関
連
す
る
資

料
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

渋
川
空
襲
に
つ
い
て
の
展
示

も
あ
り
ま
す
か

　

渋
川
空
襲
に
つ
い
て
は
多
く

の
方
が
知
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
独
自
に
資
料
を
集
め
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
空
襲
は
い
つ
あ
っ
た
の
で
す
か

　

渋
川
地
域
は
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）
７
月
30
日
に

米
軍
艦
載
機
に
よ
る
爆
撃
が
あ

り
ま
し
た
。
被
害
に
あ
っ
た
の

は
関
東
製
鋼
（
現
在
の
大
同

特
殊
鋼
）、
日
本
カ
ー
リ
ッ
ト
、

渋
川
駅
構
内
、
大
正
橋
、
土
木

出
張
所
、
上
郷
の
桑
畑
、
信
用

金
庫
（
中
ノ
町
渋
川
公
民
館
）、

東
隣
の
渋
川
郵
便
局
（
中
ノ

町
）、
上
郷
付
近
と
渋
川
市
誌

に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

空
襲
の
被
害
は

　

同
じ
く
市
誌
に
空
襲
が
原
因

の
死
亡
者
と
し
て
10
人
の
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
東
製
鋼
で
は
４
人
が
爆
死

と
あ
り
ま
す
。
建
物
被
害
は
渋

川
町
で
163
棟
、
投
下
さ
れ
た
爆

弾
数
は
14
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
①
は
、
渋
川
市
立
図
書

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
空
襲
時

の
地
図
で
す
。
爆
弾
が
落
と
さ

れ
た
場
所
と
機
銃
掃
射
さ
れ
た

場
所
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
川
駅
、
大
正
橋
、
土
木
出
張

所
、
そ
の
北
東
付
近
、
上
郷
の

桑
畑
な
ど
に
爆
撃
の
印
が
あ
り

ま
す
。

　

渋
川
駅
構
内
、
大
正
橋
、
郵

便
局
、
信
用
金
庫
付
近
は
機
銃

掃
射
の
印
が
あ
り
ま
す
。

　

渋
川
商
工
会
議
所
建
物
に

は
、
機
銃
掃
射
の
弾
痕
が
保
存

さ
れ
、
佐
久
発
電
所
サ
ー
ジ
タ

ン
ク
に
も
銃
撃
さ
れ
た
痕
が

残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）。

　

８
月
５
日
に
前
橋
空
襲
が
あ

り
、
行
幸
田
地
区
も
焼
夷
弾
が

投
下
さ
れ
ま
し
た
。
民
家
3
軒

全
焼
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
な
ど
の
空
襲
が
激
し
く

な
り
学
童
疎
開
が
始
め
ら
れ
ま

し
た

　

上
郷
の
良
珊
寺
境
内
に
「
学

童
疎
開
の
地
」
と
い
う
石
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。こ
の
碑
に
は
、

「
永
劫
の
平
和
を
願
い
こ
の
碑

を
建
つ
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
疎
開
し
て
い
た
の
で

す
か

　

渋
川
町
で
の
学
童
疎
開
は
、

東
京
王
子
国
民
学
校
の
学
童

で
、
良
珊
寺
（
上
郷
）
95
人
、

神
宮
寺
（
有
馬
）
46
人
、
龍
傳

寺
（
半
田
）
34
人
、真
光
寺
（
並

木
町
）
１
０
０
人
弱
な
ど
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
①
）。

　

神
宮
寺
に
は
当
時
の
写
真
や

食
事
、
親
と
の
面
会
記
録
な
ど

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

③
）。
当
時
の
児
童
が
戦
後
60

年
経
て
綴
っ
た
小
冊
子
も
寄
贈

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
襲
の
記
憶
、
戦
争
の
記
憶

を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
大
切
で
す

　

市
内
の
中
学
校
で
平
和
学
習

と
し
て
渋
川
空
襲
の
話
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
遺
族
会
か
ら

も
講
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
に
あ
っ
た
戦
争
を
知
る
こ

と
で
平
和
を
考
え
て
行
き
た
い

で
す
ね
。

写真①　渋川空襲の地図（渋川市立図書館蔵）

渋川平和委員会
生方　敏博さん

表①（渋川市誌より）

　

毎
年
「
く
ら
し
と
医
療
」
の
８
月
号
は
、
平
和
特
集
と
し
て
、
市
民
の
戦
争
体
験

や
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
た
組
合
員
、
職
員
の
報
告
な
ど
を
特
集
し
て
い

ま
す
。
戦
後
78
年
を
経
て
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
り
、
戦
争
の
記
憶
は
薄
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
く
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

改
め
て
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
の
平
和
特
集
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
、
平
和
を
守

ろ
う
と
誓
い
合
う
機
会
で
す
。

　

今
回
は
毎
年
「
原
爆
写
真
展
」
を
開
催
し
、
合
わ
せ
て
渋
川
空
襲
と
学
童
疎
開
の

実
態
を
展
示
し
て
い
る
渋
川
平
和
委
員
会
・
生
方
敏
博
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

身
近
に
あ
っ
た 

戦
争 

を
記
録

平  

和  

特  

集

　
　
総
代
選
挙
の
報
告

　

北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合
定
款
第
44
条
、
第
45
条
及
び
総
代
選
挙
規
約
に
も
と
づ
く
２
０
２
３
年
総
代
選
挙
の
結
果
を

左
記
、
報
告
い
た
し
ま
す　

記

一
、
立
候
補
受
付
期
間　
　
　

　
　

２
０
２
３
年
６
月
１
日
か
ら
７
月
３
日
の
期
間

二
、 
立
候
補
の
受
理
及
び
候
補
者
登
録　
　
　

  

　
　

 
総
代
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
立
候
補
の
届
出
を
受
理
し
、
資
格
審
査
を
行
っ
た
上
で
候
補
者
を
登
録
し
ま
し
た

三
、
登
録
し
た
候
補
者
の
数　
　
　
　
　

　
　

 

登
録
し
た
候
補
者
の
数
は
16
選
挙
区
域
２
３
３
人
で
す
。
あ
わ
せ
て
そ
の
候
補
者
数
は
、
選
挙
区
域
毎
に
定
め
ら
れ

た
数
以
内
で
し
た

四
、
当
選
の
決
定　
　
　
　

　
　

 

候
補
者
に
つ
い
て
は
、
選
挙
区
域
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
定
数
以
内
の
候
補
者
数
で
あ
る
た
め
総
代
選
挙
規
約
第
８
条
に
も

と
づ
き
候
補
者
全
員
を
当
選
人
と
し
ま
す

五
、
当
選
人
の
公
告　
　
　
　

　
　

当
選
人
の
氏
名
を
公
告
し
、
当
選
人
に
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す

六
、
公
告
及
び
就
任　
　
　
　

　
　

公
告
日
は
２
０
２
３
年
７
月
31
日
と
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
就
任
日
は
公
告
翌
日
の
８
月
１
日
と
な
り
ま
す

以
上

　
　
　

２
０
２
３
年
７
月
31
日

　

北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合　

総
代
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

島
田
憲
子

帝都学童集団疎開予定
校　名 収容人員（人）

良珊寺（上郷） 王子第4国民学校 105
林徳寺（元宿） 〃 105
真光寺（並木町） 139
正蓮寺（寄居町） 50
龍傳寺（半田） 堀船国民学校 50
神宮寺（有馬） 〃 50
光運寺（行幸田）王子第4国民学校

　堀船国民学校
50

写真③ 【疎開児童】神宮寺（有馬）より提供された写真 写真② 佐久発電所の機銃掃射の弾痕

信用金庫

郵便局
大正橋

渋川駅
構内

土木
出張所

上郷の
桑畑

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

　⑴　2023年８月５日 第 555 号●



く　ら　し　と　医　療

【
榛
東
】

森
　
尾
　
康
　
幸

中
　
村
　
好
　
章

【
吉
岡
】

岩
　
井
　
紘
　
子

星
　
野
　
八
重
子

【
半
田
】

入
内
島
　
賢
　
治

【
豊
秋
】

角
　
田
　
貴
　
子

【
市
街
地
東
部
】

水
　
上
　
幸
　
雄

【
市
街
地
西
部
】

横
　
山
　
順
　
子

【
金
島
】

平
　
石
　
隆
　
則

平
　
石
　
美
　
奈

林
　
　
　
道
　
子

萩
　
原
　
邦
　
彦

【
赤
城
】

藤
　
川
　
夕
　
子

神
　
道
　
義
　
永

【
吉
岡
】

猪
　
俣
　
友
　
子

【
有
馬
】

飯
　
塚
　
タ
マ
江

【
半
田
】

髙
　
橋
　
良
三
郎

【
豊
秋
】

木
　
村
　
誠
　
一

【
市
街
地
東
部
】

笛
　
木
　
キ
　
ク

【
市
街
地
西
部
】

戸
　
丸
　
信
　
子

戸
　
丸
　
千
三
郎

【
金
島
】

清
　
水
　
重
　
雄

清
　
水
　
シ
ツ
子

清
　
水
　
　
　
保

清
　
水
　
　
　
守

【
子
持
】

小
　
見
　
ソ
ヨ
子

齋
　
藤
　
種
　
子

島
　
田
　
好
　
信

【
小
野
上
】

飯
　
塚
　
春
　
枝

唐
　
澤
　
崇
　
子

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、

健
康
な
く
ら
し
を
!!

２
０
２
３
年
6
月

加
　
　
　
　
入

増
　
　
　
　
資

平和への願いと想いをつなぐ

　

７
月
１
日
に
、
社
保
平
和
バ

ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
社
保
平
和
バ
ザ
ー
は
８

月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
長
崎
で

開
催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
」
と
、
11
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
「
日
本
高
齢
者
大

会
」
に
参
加
す
る
北
毛
保
健
生

協
の
代
表
派
遣
団
を
後
押
し
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
へ
組
合
員
２
人
、
職
員
２

人
を
代
表
派
遣
す
る
こ
と
に
な

り
、
社
保
平
和
バ
ザ
ー
で
は
、

決
意
表
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
組
合
員
24
人
、
職

員
14
人
の
総
勢
38
人
が
準
備
に

協
力
し
、
11
時
よ
り
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

日
用
品
や
雑
貨
、
新
鮮
な
野

菜
な
ど
様
々
な
商
品
が
並
び
ま

し
た
。
時
よ
り
雨
が
降
る
中
で

の
開
催
で
し
た
が
、
北
毛
病
院

駐
車
場
と
組
合
員
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
約
２
０
０
人
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
品
売
上
と
カ
ン
パ
を

併
せ
て
約
10
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

品
物
の
ご
提
供
や
宣
伝
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
、
準
備
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
ご
支

援
で
、
無
事
に
バ
ザ
ー
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
品
物
の
ご
提
供
や
た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
北
毛
保
健
生
協
の

「
平
和
を
願
い
守
る
活
動
」
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

北
毛
保
健
生
協
70
周
年
記
念

社
保
平
和
バ
ザ
ー
開
催

社
保
平
和
バ
ザ
ー
開
催

社
保
平
和
バ
ザ
ー
開
催

社
保
平
和
バ
ザ
ー
開
催

　社保平和まちづくり委員会は６月15日に吉岡町、７月４日に渋川市、７
月25日に榛東村との自治体懇談を行いました。
　懇談にあたっては、国民健康保険や介護保険分野、生活保護、教育・子
育て、ヤングケアラー、新型コロナ、防災、物価高対策などの住民要求を
要望書にまとめ、事前に回答書をいただきました。
　委員が、「いのちと健康、暮らしを守る」「子ども・子育てを応援、教育
を大切にする」「誰もが安心して暮らせるまち」３つのグループで協議し、
回答書を活用した事前学習を行い懇談にのぞみました。
　対応は自治体によって異なりますが、医療・介護・福祉に関する住民生
活の「困りごと」について行政職員と率直に意見交換することができました。
　すべての人の生活向上に向けて、北毛保健生協も自治体もそれぞれの役
割を発揮することが求められています。今後も懇談を続け、安心して住み
続けられるまちづくりに貢献していきたいと思います。

住民の声を届ける ～ 自 治 体 懇 談 ～

国民平和大行進国民平和大行進
　渋川北群馬地域の「原水爆禁止国民平和大行進」が７月９
日～７月14日にかけて行われました。
　７月９日には網の目コースで伊香保、榛東・吉岡、赤城、北
橘と各地域から組合員や職員約60人が行進しました。７月13
日は小野上、子持の基幹コースが渋川・北群馬地域に、翌日
の14日には渋川から前橋へと平和への願いを送り届けました。
　国民平和大行進は1958年に、被爆地である広島からはじま
り、今年で65年目を迎えます。
　休憩所では支部による接待も行われ、それぞれが平和の願
いと想いを抱いて参加しました。

日　程 ８月25日（金）午後２時～
　　　　８月26日（土）11：30
会　場 伊香保温泉　ホテル天坊

（渋川市伊香保町396-20）
対　象　総代、班長、職場の責任者、生協役員等
テーマ　 「生協を大きく強く、健康づくりと助け合いをひ

ろげ、新たなつながりを広げよう」
学習講演
　（仮称）誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへ
の挑戦！これからの生協役割と全国の進んだ経験を学び
「健康づくり」と「つながりづくり」をすすめましょう
講師：医療福祉生協連　片山忍専務理事
＊会場までの手段は各支部にご相談ください
★お問い合わせは、北毛保健生協　事務局

（☎24-2141）まで

総代班長研修会開催の総代班長研修会開催の
お知らせお知らせ

原水爆禁止世界大会　代表派遣決意表明
左から（柴崎めぐみさん、大友理沙さん、狩野孝さん）

にぎわった会場（北毛病院駐車場にて）

渋川市との懇談 吉岡町との懇談

暑いなか歩き通した網の目行進の皆さん＠渋川市役所第一庁舎

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》
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医療講座医療講座医療講座

お
し
り
に
少
し
で
も

お
悩
み
の
あ
な
た
へ

北
毛
病
院
　
外
科
　
中
　
田
　
拓
　
也

〔－は休診〕

堀越

笠井

医師交代

予防接種：岩出

医師交代

医師交代

窪塚

北毛保健生協外来医師診療表（2023年8月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

北
毛
病
院
　
医
局

職
場
紹
介
⑤

職
場
紹
介
⑤

●
は
じ
め
に

　

肛
門
科
医
と
し
て
の
診
療
に

年
数
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
肛
門
科
の
外
来
を
初

め
て
受
診
す
る
に
は
、
か
な
り

の
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
来
ら
れ

て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。
な
か
に
は
気
軽
に

受
診
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

「
こ
れ
っ
て
手
術
し
な
い
と
ダ

メ
…
？
」、「
い
き
な
り
切
ら
れ

ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら

…
」
な
ど
何
か
し
ら
の
不
安
が

あ
っ
て
な
か
な
か
受
診
で
き
な

か
っ
た
り
、
受
診
時
も
緊
張
の

面
持
ち
で
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

●
お
し
り
の
病
気
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
お
し
り
の
病
気
で
基

本
的
に
命
に
関
わ
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
初
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
に
そ
の
場
で
す
ぐ

処
置
を
お
勧
め
す
る
場
合
と
し

て
は
、
肛
門
周
囲
膿
瘍
（
お
し

り
に
膿
だ
ま
り
が
で
き
て
い
る

状
態
）
の
時
く
ら
い
で
す
。
こ

の
場
合
は
既
に
か
な
り
腫
れ
上

が
っ
て
い
て
と
て
も
痛
い
の

で
、
局
所
麻
酔
を
し
て
切
開
し

膿
を
出
し
て
あ
げ
る
と
痛
み
が

取
れ
ま
す
。
入
院
す
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。

●
治
療
に
つ
い
て

　

次
に
、
病
気
と
し
て
手
術
が

第
一
選
択
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
痔
核
（
い

ぼ
痔
）
の
中
で
も
出
血
が
ひ
ど

く
貧
血
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の

や
飛
び
出
た
あ
と
自
然
に
戻
ら

な
い
も
の
、
痔じ

瘻ろ
う

（
直
腸
と
お

し
り
の
皮
膚
に
ト
ン
ネ
ル
が
で

き
て
い
る
状
態
：
あ
な
痔
）、
裂

肛
（
切
れ
痔
）
が
原
因
で
肛
門

が
狭
く
な
り
排
便
が
邪
魔
さ
れ

て
い
る
も
の
、
直
腸
脱
（
お
し

り
の
筋
肉
が
緩
み
直
腸
が
飛
び

出
て
い
る
も
の
）
な
ど
で
す
。

緊
急
入
院
し
て
す
ぐ
手
術
と
い

う
訳
で
は
な
く
、
通
院
し
な
が

ら
内
服
薬
や
軟
膏
、
生
活
習
慣

の
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
り
症

状
を
抑
え
て
お
き
、
仕
事
や
学

校
、
ご
家
族
の
ご
都
合
が
つ
く

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
し
っ
か

り
準
備
を
し
て
手
術
を
行
い
ま

す
。
経
過
次
第
で
は
手
術
が
い

ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
手
術
に
つ
い
て

　

当
院
で
お
し
り
の
手
術
を
受

け
る
方
で
多
い
の
は
、
近
く
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
当
科
の
外
来
で

内
服
薬
・
軟
膏
で
治
療
を
あ
る

程
度
の
期
間
し
て
み
た
も
の
の

生
活
に
困
る
よ
う
な
症
状
が
続

い
た
り
、
薬
を
飲
む
・
塗
る
と

い
っ
た
こ
と
が
煩
わ
し
く
感
じ

る
方
で
す
。
手
術
が
効
果
的
か

ど
う
か
や
具
体
的
な
術
式
な
ど

は
こ
ち
ら
か
ら
し
っ
か
り
と
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
実
際
に
行
う
か
ど
う
か
の

最
終
決
定
は
患
者
さ
ん
ご
本
人

の
希
望
に
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
手
術
と
な
れ
ば
、
腰

　

医
局
は
、
内
科
、
外
科
、
救

急
科
、
小
児
科
、
精
神
科
な
ど

各
診
療
科
の
医
師
が
所
属
し
、

医
師
の
執
務
室
、
控
室
と
し
て

の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
医

師
以
外
に
医
局
事
務
も
所
属
し

て
お
り
、
書
類
の
整
理
や
診
療

体
制
の
調
整
な
ど
医
師
の
サ

椎
麻
酔
（
い
わ
ゆ
る
下
半
身
麻

酔
）
を
し
て
手
術
を
す
る
の
で

基
本
的
に
は
入
院
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
入
院
期
間
は
ど
の
病

気
で
も
大
体
４
泊
５
日
程
度
で

す
。術
後
の
痛
み
や
傷
の
具
合
、

排
便
、
患
者
さ
ん
の
ご
都
合
等

に
よ
り
多
少
前
後
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
痛
み
に
関
し
て
は

ほ
と
ん
ど
の
方
は
痛
み
止
め
の

飲
み
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
、
手
術
し
て
２
週
間
は
出
血

の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
飲
酒
、

運
動
、
力
仕
事
、
出
張
、
旅
行

は
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
が
、

日
常
生
活
や
事
務
仕
事
等
は
通

常
通
り
で
大
丈
夫
で
す
。

　

手
術
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
も
っ
と
早
く
手
術
し
て
も
ら

え
ば
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
お
し
り
に
少
し

で
も
悩
み
の
あ
る
方
、
悩
ん
だ

こ
と
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽

に
当
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
丁
寧
に
診

察
し
、
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。
治
療
方
針
を
一

緒
に
相
談
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

医
局
で
は
、
毎
日
朝
礼
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
前
日
の
当
直

医
か
ら
外
来
や
病
棟
の
様
子
、

引
継
ぎ
た
い
患
者
様
の
こ
と
な

ど
報
告
を
受
け
ま
す
。
研
修
医

が
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
研
修

医
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、
常
勤

医
が
答
え
て
い
ま
す
（
耳
学
問

の
会
と
呼
ん
で
い
ま
す
）。
医

学
的
な
内
容
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
相
談
ま
で
様
々
な
質
問
が

出
さ
れ
話
が
盛
り
上
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
実
施
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
金
曜
日
に
は
症
例
が

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医

局
は
病
院
管
理
棟
の
３
階
に
あ

り
、
名
誉
院
長
室
、
院
長
室
も

医
局
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
当
直
医
が
休
憩
を
す
る

た
め
の
当
直
室
や
医
学
誌
が
そ

ろ
っ
て
い
る
図
書
室
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

あ
れ
ば
全
職
種
が
集
ま
り
救
急

症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
学
術

的
な
会
議
、
研
究
会
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
医
局
で
の
日
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情

報
共
有
と
学
習
が
患
者
様
の
治

療
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
局
全
体
で

日
々
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
く

ら
し
と
生
活
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

医局　医師

《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。
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無料法律相談　毎月第１月曜日　午後７時～　渋川民商事務所（金井本町）に於いて　顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは☎22-1482無料法律相談

職員募集職員募集職員募集
医　　　師
リハビリ職
看　護　師
看 護 助 手
事 務 職 員
介 護 職 員
調理補助員
運　転　手

常勤
常勤
常勤2024年卒業予定者
常勤、パート
パート
常勤、パート
常勤、パート
パート

ご連絡の上、履歴書をお送りください。
（連絡先）
　渋川市有馬237-1
　北毛保健生活協同組合
　総務部　鈴木まで
　　　　　TEL 0279-24-1234

わたしの一枚
「おやじバンド岳（がく）」

 小野上支部　小野　實
　私の属するおやじバンド、岳（がく）は結成10年が経ちました。
結成当時のメンバーから少し入れ替わりましたが、現在７人で編
成（サックス２人、ベース１人、ギター２人、ドラム１人）です。
おやじでないメンバー１人が産休中です。みんな音楽が好きで、
演奏するとなぜか気持ちが良いことが魅力です。演奏する曲は、
なつかしの歌謡曲、ポップスなど。発表の場は、老健ほくもうな
どの老人施設をボランティアで訪問していました。
　しかしコロナ禍で発表の機会が少なくなったり、メンバーが体
調を崩したり、前途多難ですが、今後もできる限り続けたいと思
います。

私も
配って
ます

私も
配って
ます

　
金
島
支
部森

田
　
悦
子
さ
ん

●
配
布
者
さ
ん
紹
介
●

　

組
合
員
に
な
っ
て
ま
も
な
く

「
新
聞
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
簡
単

に
引
き
受
け
ま
し
た
。
何
も
わ

か
ら
ぬ
ま
ま
、
い
つ
の
間
に
か

総
代
に
も
な
っ
て
会
議
や
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
多
々
勉
強
に
な
る
事
ば

か
り
・
・
・
。

　

大
勢
の
方
々
と
知
り
合
い
に

も
な
れ
、
そ
の
中
に
は
１
０
０

歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
お
り

「
長
生
き
の
秘
訣
は
何
で
す

か
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
あ

の
ね
、
い
つ
も
10
歳
若
く
い
る

事
」
と
か
わ
い
い
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。（
な
ー
ん
だ

私
も
65
歳
？
）
ま
だ
ま
だ
趣
味

や
、
や
り
た
い
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
頑
張
れ
そ
う
。
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
で
す
。

そば打ち研究会
毎月第２・４木曜日　組合員ホール

金島支部　下川島サロン 上有馬神戸班会　手芸

榛東合同班会　いちご大福づくり 赤城支部　バラの会

八木原南班会 北橘支部健康チェック　ばんどうの湯

金島支部　園芸班会

吉岡・半田支部合同健康チェック　よしおか温泉

市街地西部支部　元町女子会班　配布者会議

榛東支部旅行　長瀞

豊秋合同班会　保渡田古墳群めぐり

活 動 紹 介
－暑さに負けずに－
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